
平成24年３月橋本市議会定例会会議録（第５号）その３ 

平成24年３月８日（木） 

                                          

 日程第22 議案第１号 平成23年度橋本市

一般会計補正予算（第６号）に

ついて 

○教育次長（山本芳弘君）ちょっと今現在資

料を持っておりませんので、後ほどお答えさ

せてもらいます。 

○議長（井上勝彦君）日程第22 議案第１号

平成23年度橋本市一般会計補正予算（第６号）

について を議題といたします。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）43ページ、小学生医療

扶助費に関してですけれども、当初、9,700

万円の予算で、今回1,700万円の減額補正とい

うことですが、今、執行をこの３月までで見

込んでいる分で、小学生以下で見た額という

のはいかほどかというのをお知らせいただき

たいなと思います。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により歳出から款別

に行います。補正予算説明書の平成23年度橋

本市一般会計補正予算（第６号）の24ページ

をお開きください。 

 まず、１款議会費、24ページから25ページ

まで、質疑ありませんか。  それと、ちょっとあと２点ほどあるんです

けれども、すみだこども園の建築工事費、こ

れも入札が低くというか、2,800万円ほど低く

なったということでしたけれども、この分で、

本来ほかいろいろ追加工事等もされたらどう

かなとは、ちょっと気づいた点で、太陽光発

電とか、こういった点も今からでも組み入れ

られるんじゃないかなというふうに思います

が、そういうことは検討されたのかどうかと

いう点でお答えください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、２款総務費、24ページから37ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、３款民生費、４款衛生費、38ページから

51ページまで、質疑ありませんか。 

 22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）ページ、45ページ、東

日本大震災支援に要する経費としまして、150

万円のマイナスになっておりますけれども、

これに関しまして、現在、東日本大震災で本

市が受け入れている児童というのはどのぐら

いいてるんですか。ちょっとお聞きします。 

 それと、ページが47ページ、保健福祉セン

ター新築工事、これ、減額補正で７億円。当

初の入札額で見ると、恐らく８億円近くの減

額でないとだめだと思うんですが、今残って

いる執行分で太陽光発電とかをつけられると

いうことなので、この点に関してのちょっと

質問をさせていただきたいと思うんですけれ

ども、議長、この点はよろしいですか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）今現在受けている

児童はゼロでございます。 ○議長（井上勝彦君）はい。 

○議長（井上勝彦君）22番 中本正人君。 ○17番（松本健一君）そうしましたら、太陽

光発電の設備の詳細と、現行の調査基準価格

と導入価格、それの比率、恐らく54％とかの

落札率になっているかと思うんですが、その

○22番（中本正人君）これまでで受け入れた

避難者は何人ですか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 
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点のご説明。それと、今回の太陽光発電を設

置にあたって、発電量等はどれぐらい見込ん

でいるのか。その設備の償却予定年数、それ

と今後これ、発電が行われていくと、経費的

に、計上するのに歳入科目としてはどのよう

に考えておられるのかという点もご説明いた

だきたいと思います。 

 ちょっと多くなりましたけれども、よろし

くお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）まず、小学生

医療、43ページなんですけれども、人口割と

おっしゃいましたけども、ちょっとそこまで

算出しておりませんので、概要について説明

させていただきます。当初予算9,768万3,000

円でした。これは１カ月当たり814万円の医療

費を見込んでおりました。実際、11月診療分

まで見ましたら、１カ月に570万円で推移して

おります。残りの３カ月、12月、１月、２月

分、今回の補正については残るんですけれど

も、これを３カ月900万円と考えた上で、差し

引きした結果が1,700万円不要になる、そうい

うことで計上させていただいております。 

 それと２点目のすみだこども園の新築工事

費なんですけれども、これは2,849万9,000円

減額しております。これについては、基本的

には入札差額を落とすということです。その

差額でいろいろ備品とか、もっと環境対策の

部分、充実すればいいんじゃないかというよ

うな質問だと思うんですけれども、これにつ

いてはいろいろ差額が出ましたので、園の保

育備品ですとか、あるいはパソコン等電化製

品、防災対策用品、これについては一応、非

常に今までの保育園整備よりも充実した備品

をそろえているんではないかなという考え方

をしておりますので、十分対応しております。 

 というのは、民間の法人に任せますので、

当初は、設備については市が責任を持って建

物については設置、備品については購入して

いくという形をとっておりますので、あとは

それぞれの負担割合、協定を結びまして、あ

との対応を過ぎた分については法人で買って

いただくもの、修繕等については市がやって

いくことになっておりますけど、リスク分担

をつくっておりまして、当初、一応そろえら

れるものはそろえておこうという考え方で、

結構充実した内容になっているものと考えて

おります。 

 それと、47ページの保健福祉センターの新

築工事費なんですけれども、これは今回1,045

万8,000円増額させていただきました。これに

つきましては、太陽光発電の追加もそうなん

ですけれども、歯科診療所を開設するという

ことになりましたので、これの追加工事を、

倉庫を歯科診療所に改装するということで、

設備も含めてその部分と、あと、きのうも一

般質問で出ておりましたけれども、電気自動

車の関係で急速充電器、これはカーポート式

の充電器の設置ということを考えておりまし

て、それに対しての工事費。 

 それと、館内の設備なんですけれども、地

震ですとか、あるいは火災ですとか、緊急事

態が起こりましたときに、当然火災警報器等

は機能するんですけれども、音の聞こえない、

聞き取りの不自由な方も福祉の施設なので利

用するという考え方から、非常放送用フラッ

シュライトシステム、機械でパッパッパと点

滅する、そういう装置を整備することにして

おります。 

 それと、照明器具のＬＥＤ化、できる部分

については今回ＬＥＤに切り替えていこうと

いう考え方で、そういう考え方でＬＥＤ化を

やります。それと、庁内の電話システムなん

ですけども、ＩＰ電話システム、これについ

ては当初、壁の中へ筒だけ入れて、ゆくゆく

は整備できるようにという考え方だったんで
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すけども、この際、配線工事もやってしまお

うということで、やらせていただいておりま

す。 

 それと、シャワー室追加、１階にあるふれ

あいルーム、ちょっとトレーニングできるよ

うなジム形式の設備も設けますので、シャワ

ールームが必要ということで、これも追加さ

せていただいております。 

 それと、エコアイスというんですか、電気

の氷蓄熱対応工事というんですか、ちょっと

よくわからないんですけども、そういうこと

で、エコアイス設備を導入するということで、

環境対策と歯科診療所、それに今回予算付け

をさせていただいたところです。 

 それで、太陽光発電の発電量なんですけれ

ども、これは20kW、当初は３階部分の多目的

ホールの平屋根に192.5Wパネルを96枚設置す

る予定やったんですけれども、これを240枚、

ちょっと工夫することで設置できるというこ

とになりまして、96枚から240枚に上げさせて

いただきました。総計46.2kWのソーラーシス

テムになります。これで年間の発電量ですけ

れども、４万5,156kWh、このような発電が年

間期待できまして、料金換算で51万3,010円程

度の電気代が節約できると。結局、関西電力

のほうに売るんですけれども、これの経費が

基本的に発電できるということでございます。 

 それと、予算科目なんですけれども、これ

については当然収入ということで、売電収入

の科目、何という科目かちょっと財政当局に

聞かなわかりませんけども、そういうことで

売電収入ということで、当然収入のほうへ計

上させていただくことになると思います。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）細かくご説明……。 

○議長（井上勝彦君）細かく質問はいいんで

すけど、ここは減額補正のところなので、工

事請負契約のところで細かく。いいです。ど

うぞ。 

○17番（松本健一君）今おっしゃっていただ

いた点だけ。 

 一点だけ、売上で51万円の節減効果ですか、

それか売り上げになるのか。その点だけ、も

う一度、再度ご説明いただけますか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）大変失礼しま

した。私の認識不足で、個人事業者は電気を

売ることができないみたいなので、節電とい

うことで、関西電力に売るといいましたけれ

ども、売るんではなくて節電していくという

形で、訂正させていただきたいと思います。 

 それともう一つ、私、ものすごい勘違いを

していて、頭もごちゃごちゃに、新年度予算

も出ておりまして、補正も出ておりまして、

両方保健福祉センター関連の費用がたくさん

あるんですけども、今回補正に上げさせてい

ただいておりますのは、７億1,117万7,000円、

これの減額ということで、単純にこれは執行

見込み額から予算減額を引いた金額でござい

ます。先ほど、太陽光発電とかいろいろ歯科

診療所とか説明しましたけど、これは後ほど

の新年度予算の説明になりますので、大変失

礼しました。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 教育次長。 

○教育次長（山本芳弘君）先ほどは大変失礼

しました。当時、避難しておりました児童、

園児の数でございますけども、小学生で３名、

それと幼稚園児で３名、合計６名が当時避難

しておりました。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に６款農林水産業費、７款商工費、50ページ
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から59ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、８款土木費、９款消防費、58ページから

69ページまで、質疑ありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）59ページをお願いいた

します。59ページの市道維持修繕工事費2,000

万円の減額となってございます。これは大変

要望の多い予算だと思うんですけども、これ

は減額、節減努力していただいた結果かなと

思ってみたり、あるいは工事が多くてよう消

化せんかったんかなと思ってみたりしておる

んですけど、その理由をお尋ねします。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）今回計上させてい

ただき、減額補正させていただく分について

は、京奈和自動車道の側道、現在、小原田地

内で高架の工事をしておるんですけども、こ

れに関する地元との協議の中で、防音壁を設

置する予定がございました。ただし、国の工

程変更により、本年度執行できませんので、

来年執行するということで当初予算にも計上

させていただいております。その分でござい

ます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）言い忘れました。もう

一点ございました。61ページの彦谷北宿線、

南宿線の減額でございますけども、これの当

初の計画から見直しをされているということ

なんですけども、減額の理由、そして見直し

の計画についてお尋ねいたします。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）今回２億円の減額

部分については、道路部分についての減額で

ございます。議員おただしのようにダム基金

を原資としまして、周辺整備工事もろもろや

っておるわけなんですけども、そういった中

の調整の中で、とりあえず道については減額

をさせていただいて、残った基金の中で、地

元との協議の中でどういったものをやってい

くかということを今後詰めていくことになっ

ていきます。ということで、とりあえず現在

公示しております橋梁部分までというところ

で、その前後までというところで減額補正を

したというところでございます。 

○議長（井上勝彦君）企画経営室長。 

○企画経営室長（野上義己君）あとの計画で

ございますけれども、いわゆる旧紀伊丹生川

ダムの地域振興というような形では、具体的

に防火水槽とか飲料水の供給施設等、こうい

ったところの協議を地元と再調整させてもら

っております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）ほかに。 

 ７番 松浦君。 

○７番（松浦健次君）２億円の減額というこ

とは、相当はじめと計画が違ったということ

ですか。その辺のところ、ずさんだったとい

うか、どういうことなんですか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）当初計画の中では、

現在やっております橋梁部分から上のほうま

で道をつけるという計画で、そういった道路

に関しては見込んでおりました。道路以外の

もろもろの周辺整備の条件の中で、ダム基金

の中でやっていくということでやりくりする

中で、地元要望を受けてやりたい部分をやる

がために、道路部分等を協議の中で削ってい

ったということで、当初の予算ががっぷり組

んでおったという、そういうことではなくて、

地元協議の中でやらない部分とかいう部分を、

今回減額にさせていただいたということでご

ざいます。 

○議長（井上勝彦君）７番 松浦君。 
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○７番（松浦健次君）原資はダム基金という

ことなんですけども、やはり市の使える財源

ですので、あまり地元との関係を詰めないで、

大きな枠の中でやるということは困るので、

効率性も十分考えて、今後協議していただき

たいと思います。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）59ページ、先ほどは市

道維持修繕工事費だったんですけど、道路舗

装修繕工事費も2,300万円ほど減額になって

いるんですが、これもやっぱり要望がたくさ

んあると思うので、この減額理由。 

 それと、65ページの木造住宅耐震化促進事

業に要する経費も、合計すれば769万円の減額

なんですが、地震の可能性も高くなってきて

いる中で、耐震の事業というのはすごく大事

だと思うんですけれども、実際に何軒ぐらい、

この診断についても耐震化についても、23年

度補助を受けられたのかということと、でき

るだけ予算は全部使うぐらいに、広報なりと

いうか宣伝をするべきではないかなと思うん

ですけれども、その２点について、全部で３

点、お願いします。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）まず、木造耐震診

断についてお答えさせていただきます。本年

度の申込件数は、まだ３月末で締めておりま

せんが、見込みとしたら49件程度の申し込み

があるものと予測をしております。それから、

これはあくまで家屋の所有者の申し出に基づ

いて本市がやっていくということでございま

すので、この予算額の減額というのは、当初

想定したよりも申し込みが少なかったゆえの

結果でございます。そういうことで、まだま

だ耐震化がされてない木造家屋もございます

ので、これはより啓発に努めて、なるだけ、

むしろ補正でもさせていただくぐらいに進む

ように、今後努力は進めていきたいというふ

うに考えます。 

 それからもう一点の、舗装工事なんですけ

ども、これについては三石台垂井線の幹線道

路の舗装でございます。一点は請負差による

減額と、もう一点は、予算としましたら社会

資本整備予算をいただいておりまして、今回、

東日本大震災等の関係もございまして、満額

が付いてこなかったというところで、特に必

要な部分を優先的に舗装工事等をして、そし

て、その残りの部分は請負差とともに今回減

額させていただいたということでございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今回のは請負差という

ことで、もともとほかの社会資本のほうもあ

ったので限っていたということなんですけど

も、年度内であれば、請負差でほかのところ

をするということはできなかったんでしょう

か。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）この部分について

は、財源としましていわゆる国の社会資本整

備による交付金を充てて執行するということ

でございますので、その交付金部分が減額に

なってきましたので、やむなくというんです

か、補正させていただきました。もちろん、

歳出予算としてはあるわけなんですけども、

これはやっぱり財源あっての支出ということ

でございますので、交付金部分がカットされ

た部分を減額させていただいたということで

ございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）69ページの2710、樋門

操作に要する経費として626万7,000円と出て

おりますけども、これ、報償費ですけども、

これも年当初からもう決まっておる額じゃな
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いんですかね。こういうのを、どうして今頃

補正で出してくるのか、ちょっとお伺いしま

す。 

 そしてもう一点、同じページで、備品購入

費として6,600万円出ておりますけども、これ

はこの間の一般質問でもお伺いしたんですけ

ども、これは防災倉庫等々で6,600万円出てお

るんですけども、その中で、備蓄飲料水とか

非常食の補充を図る経費として1,574万6,000

円となっておりますけども、これ、35箇所に

仮に割りますと約45万円ぐらいになると思う

んですけども、最終的にどのぐらいの量を備

蓄するお考えがあるのか。その２点、お伺い

します。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）まず樋門操作に要す

る経費について説明させていただきます。 

 樋門操作につきましては、国の国土交通省

の委託業務で22箇所、そして市管理の部分が

３箇所ございます。その中で、当初予算につ

いては、常に定期点検のみの経費となってお

ります。例年、樋門操作員の講習会手当や平

常手当単価の契約変更及び樋門活動があれば、

その差額分を３月補正で調整させてもらって

おります。今年度につきましては、台風６号、

台風12号、及び台風12号において紀の川が出

水しましたので、その際に長時間樋門操作員

に出動をお願いいたしましたために、これだ

けの多額の補正となっております。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 もう一点。 

 総務部長。 

○総務部長（那須浩二君）緊急防災減災事業

に要する経費ということで、この6,600万円の

ご質問かと思います。これは国の補正予算の

緊急防災減災事業債という事業債を活用させ

ていただきまして、避難所の備蓄倉庫並びに

発電機、そして仮設トイレを各避難所35箇所

ございますので、３個ずつという形で今回計

上させていただいてます。 

 それと、緊急備蓄用飲料水製作委託料とい

う形の105万円、これは当初予算のほうで計上

させていただいておりますのは、橋本市の上

水道を利用しまして、サカイキャニングに委

託をして、１万本を今回備蓄する予定でござ

います。 

○議長（井上勝彦君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）ちょっと補正予算

と当初予算とごっちゃになっておると思いま

す。今回、３月補正で6,600万円を計上させて

いただきましたのは、先ほど部長も説明した

とおり、備蓄倉庫が32箇所で2,134万4,000円、

それから小型発電機が35箇所で1,361万5,000

円、仮設トイレが105個で1,004万1,000円、そ

れから建設課に大型発電機を６機備え付けま

すので、その費用が2,100万円、合計6,600万

円となってございます。 

 先ほどの飲料水の関係、それから備蓄倉庫

に入れる備品等につきましては、平成24年度

の当初予算で計上させていただいてございま

す。 

 それから、なぜ補正予算で上げたかという

ことでございますけども、平成23年11月の21

日に成立いたしました国の平成23年度第３次

補正予算におきまして、東日本大震災関係経

費ということで約11兆7,000億円が予算計上

されまして、成立いたしました。その中に、

全国防災対策費というのが約5,700億円計上

されておりまして、これは東日本大震災を教

訓として、全国的に緊急に実施する必要が高

くて、それから即効性のある防災減災等の事

業に必要な経費として予算化されたというこ

とで、特に東日本大震災の場合は、学校施設

が避難所となったというひとつのあれもあり

ますし、結果も出てますので、その辺の学校
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の耐震化を進めることと、それから先ほど言

いました、本市では防災対策事業として、い

ろいろ緊急に整備する必要があるものという

ことで、国のほうで予算化されたもので、市

においても今回、予算化したものでございま

す。 

 それの財源でございますけども、補助事業

につきましては補助金の裏に緊急防災事業債

という起債がはめられまして、それは100％の

充当率で80％が交付税算入、それから今の備

蓄倉庫等につきましては市の単独事業でござ

いますので、これにつきましては100％の充当

率で70％の交付税算入ということでございま

すので、合併特例債と同じ充当率で、ここで

算入率で非常に有利な起債でございます。 

○議長（井上勝彦君）22番 中本正人君。 

○22番（中本正人君）よくわかりました。私、

聞きたいのは、各備蓄倉庫に飲料水とか非常

食とか等々、どのぐらい用意しておくのかな

という、最終的に当局としてどのぐらいを備

蓄しておくのかということをお聞きしたいん

ですけどね。そういう。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（那須浩二君）後ほどお答えさせ

ていただきます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）ちょっとお時間くださ

い。 

 先ほど２番議員が聞かれたところの、65ペ

ージの木造住宅耐震診断の件なんですけど、

お年寄りの方がかなり木造の住宅に住まれて

まして、やっぱり地震が来るのが怖いと、耐

震をしていただきたいという方がおられるん

ですけど、広報等でいろいろと広報していた

だいていると思います。ただ、書類とかその

辺が、ほんまはそろえなければいけないんで

すけど、もうちょっと古過ぎてないとかいう

こともよくお聞きします。そういう中で、再

度といいますか、建築確認とか皆さんとって

いると思うんですけど、設計書というたらい

いんですかね、建てるときのも入っていると

思うんです。提出する中に。そういうのがな

いとかいう場合もあるんですけど、その辺は

素人で申しわけないんですけど、行ってあげ

て見ていただいたら、そういう耐震の診断が

できるんかどうか、その辺ちょっとお聞かせ

いただけますか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）先ほど、２番議員

のときにお答えさせていただきました49軒の

見込みというのは、あくまで耐震診断の軒数

でございます。今議員おただしの件について

は、まずは診断をして、その後どうするかと

いう入口の話かなというふうに思うんですけ

ども、診断するにはもともとの建築確認の図

面等に基づいてＩｓ値とかいうものを算定し

て、それに対して補強が要るか要らんかとい

うのを、まず答えが出ます。それについても、

広報等をご覧になって、うちのは都市計画課

のほうが担当しておるんですけども、窓口へ

結構住民の方が来られます。そして、今議員

おただしのように、やはり素人であるがゆえ

に、建てるときは全部お任せですとか、ある

いはその当時の資料がないとかいうようなこ

とも都度都度ございます。そういった中で、

資料がなくてもどういったことができるかと

いうふうなことを、窓口へ来ていただければ

またご相談もさせていただけますし、耐震診

断後、いよいよ補強工事をするとなった場合

に、設計の補助とかいうのも、また別のメニ

ューもございますので、そういったところで、

広報で期間というのは定まっておりますけど

も、窓口までちょっとお運びいただけたら、

実情も踏まえてどういうことができるかとい

うことを、また対応させていただきたいと思
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いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）先ほどの22番議員の関

連質問で、69ページの緊急防災減災事業に要

する経費6,600万円の件ですけれども、拠点避

難所35箇所のうち32箇所に備蓄倉庫を設置さ

れるということで、拠点避難所自体は学校施

設が多いかと思うんです。そこへ新たに倉庫

を設置するとなると、それなりに校庭であっ

たりとか学校回りというところのスペースを

とってしまいますよね。どれぐらいの大きさ

のものを考えていらっしゃるのか。もともと

学校にも倉庫というのはあると思いますし、

空き教室という部分も有効活用できると思う

んです。その点、どれだけ検討されたのかな

というのがちょっと疑問に思う点なんです。

この点、少しご説明いただければなと思いま

す。 

 特に、倉庫を置いてしまって、本当に被災

したときに道具を出してしまいますよね。寒

いので、そこに別に人が入れるわけでもない

でしょうから、倉庫というよりも空き教室と

かを使って、できる限りそこから物が出たら、

高齢者の方の対策にすぐに使えるとか、そう

いうことも考えられると思います。その点に

関して、少しご説明いただきたいということ

と、先ほどの樋門操作に要する経費にもちょ

っと関係してきます。それと、67ページの消

防団員等公務災害補償金18万円の点なんです

けれども、台風12号のとき、私も見に行かせ

ていただいて、消防団員の方々、出ていただ

いて本当に頭の下がる思いです。 

 しかし、ちょっとこの点、少し気になるな

と思ったのが、全国的に消防団員の方々、今

回の３・11の震災でお亡くなりになったとい

うところで、どこまでの基準で対応にあたら

れるのかという限度というか、団員の方々自

体も地域の方々を守りたいというところで亡

くなってしまう。でも、ここまではという基

準というのを、国でも今後考えていくという

ことは、新聞記事とかたまに出ているのでわ

かっているんですけど、市としては消防団員

の方々に、どこまでこういった緊急出動を義

務付けるというか、考えてお願いをしている

のかという点、少しご説明いただければと思

います。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）もう一度確認させて

いただきますけれども、まず、災害補償費の

18万円の件ですか、これにつきましては、消

防団員公務災害共済補償基金ということで、

団員が病気で入院されたときの見舞金です。 

 それと、２点目の団員活動につきましては、

もちろん消防職員、我々常備消防の職員が最

前線に出るのはもとよりですけれども、大規

模災害となりますと我々だけではとても対応

できません。また、団員についても、橋本市

は現在580名の団員がおられるんですけども、

やはり地元を守る郷土愛ということ、精神力

が非常に強うございまして、そこらで最前線

に出ていってくれることがあります。 

 ただ、事故があってはいけないということ

で、我々も指揮命令系統だけはきちっとしよ

うということで、現在は災害対策本部ができ

た時点で、我々も詰めますし、正副団長５名

の方がおられます。その方についても消防本

部に駆け寄っていただきまして、詰めて、そ

れから各分団長に指揮命令を下していくとい

うような組織づくりを今構築しております。 

 事故があってはいけないことは十分認識し

ております。それで、安全面についても関係

部局にお願いいたしまして、それなりの装備

も消防団員にも備えていきたいなと考えてお

ります。 

 以上でございます。 
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○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 総務部長、答弁もれ。 

○総務部長（那須浩二君）備蓄倉庫の大きさ

なんですが、8.66㎡ということで2.6坪程度の

大きさということでございます。できるだけ、

今回そういう教室を利用ということも十分検

討もさせていただく中で、やはり学校での備

蓄ということとの兼ね合いもございまして、

倉庫ということで考えさせていただきました。 

 それと、先ほどの中本正人議員の最終とい

う形ではございませんが、今現在、この23年

度の備蓄関係だけを先に報告させていただき

たいと思うんですが、非常食としましては１

万150食、それと飲料水につきましては、ペッ

トボトル500mℓで今年度１万本購入しました

ので、１万2,856本という状況でございます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）消防長が先ほどおっし

ゃっていただいた消防団員の方々の装備の補

充という点ですけども、それはライフジャケ

ットとかも含んでいく予定でしょうか。その

点一点と、総務部長に答えていただいた点で

すけれども、極力学校の施設で使えるもの、

現行の倉庫とかもあるかと思いますので、そ

ういった点もご考慮いただければと思います。 

 それと、もともと必要な大きさというのを、

どれだけのものを備蓄するかということ、地

域の方々、あれとこれ要るよという声も今後

聞かれてくるかと思うので、そういう点も組

み込んでいけるようなことで考えていただけ

ればなと思います。 

 消防長のほうの点だけ、お答えいただけま

すか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）松本議員の質問にお

答えいたします。消防団員の安全確保用とい

うことで、補正で18節の備品購入費、団用器

具費ということで78万2,000円、これは消防団

員安全対策設備整備費補助事業を活用いたし

まして、各消防団車両にライフジャケット、

皆とはいきませんけれども２着。それと浮き

輪を主力消防車に配付予定で検討しておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかに。 

 総務部長。 

○総務部長（那須浩二君）中本正人議員の最

終的な必要備蓄量はどれぐらいかということ

で、食料品としましては１万8,000食、そして

飲料水としましては１万8,000ℓということで

の計画となっております。6,000人、３日分と

いう形の食料ということで考えております。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）重ねて消防長にお伺い

します。 

 この樋門操作に要する経費なんですけども、

先ほどの話し方やったら、台風が、災害があ

るないで金額というのは大幅に変わってくる

と思うんですけども、今回の台風でご尽力い

ただいた方の樋門の箇所と、何人ご出動いた

だいたのかというんですか、それにかかった

１人の人件費というんですか、それをちょっ

とお伺いします。それと、ご尽力いただいて

いる方への保険というのは入っているんです

かね。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）堀内議員の質問です

けれども、樋門操作員につきましては、台風

６号の際には14箇所、全部で25の樋門がある

んですけども、そのうち先ほども言いました

とおり、３箇所が市の管理ですけども、台風

６号の場合については14箇所の樋門、国の管

理の部分と市管理が１箇所、それと台風12号

の場合につきましては全部で22箇所、台風12
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号のときは10箇所の樋門操作の操作員に出て

もらっております。すべてこれは操作員につ

いては、各施設に２名ずつとなっております。 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、11款災害復旧費、12款公債費、13款諸支

出金、84ページから89ページまで、質疑あり

ませんか。  それと単価につきましては、これは国との

契約ですので、時間数をきちっと国土交通省

が調べたやつをうちに提出していただいて、

それと報告書といただいて、すべて国のほう

で計算してくれて返ってくるということにな

っております。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので歳出

を終わります。 

 引き続き歳入に入ります。４ページをお開

きください。 

 それと、保険については市のほうで対応し

てもらっております。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 以上でございます。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

入を終わります。それでは、歳入、歳出全般

について行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）この際、午後１時まで

休憩いたします。  ８番 中西君。 

（午前11時58分 休憩） ○８番（中西峰雄君）91ページをお願いいた

します。91ページの時間外勤務手当について

お尋ねいたしたいと思います。これで見ます

と補正前から補正後、差額は約1,100万円から

200万円ぐらいあると思うんですけども、大変

大きな増額になってございます。その理由に

ついてお聞きしたい。それは、一つは選挙は

県議会議員選挙、それから市議会議員選挙が

ありました。これで約950万円ほど例年よりは

多いということですけども、それと今年は災

害がありましたので、災害に対する応援の分

とか、それから、こちらの台風による災害対

策本部による出動とかもあったかとは思うん

ですけども、そういう通常でない勤務外を除

いて、決算はまだ締めてませんけども、これ

だけの増額になった理由を聞かせていただき

たいと思います。 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い議案審議を行います。 

 総務部長。 

○総務部長（那須浩二君）朝の中本正人議員

からの必要備蓄量におきまして、三日と申し

上げましたところ、訂正のほど、３食１日分

ということで、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 改めて申し上げさせていただきます。食料

品としまして、必要備蓄量6,000人、３食１日

分の１万8,000食、飲料水が必要備蓄量6,000

人の１日分３ℓで１万8,000ℓでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）よろしくお願いいたし

ます。 

 ちなみに、これをこの職員数で割りますと

年約36万円、一人当たりで月３万円の残業代

が、毎月ですよ。毎月毎月一人当たり３万円

の残業代がかかっているという、ちょっと異

常な状態にありますので、この辺をどう考え

 次に、10款教育費、68ページから85ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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るのかと。先ほど言いました選挙の費用を抜

きましても、約一人当たり月２万3,000円ほど

ですかね。年で言いますと28万円の残業代に

なっているということは、これは何とかせな

いかんなと思いますので、このあたりについ

て詳しくご説明をお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）23年度の特殊要因とし

ましては、権限委譲による事務の増加、それ

から各計画策定が多かったわけでございます

けども策定業務、それに法改正によるシステ

ムの導入ということで、その変更に伴うデー

タ検証作業などがございます。それとあわせ

まして、災害による特殊要因ということがご

ざいますけれども、選挙の費用を引かせてい

ただきましても、なべて昨年、一昨年という

ような形の総会計の中で１億8,000万円程度

になってございます。 

 これにつきましても、新市になりまして、

平成18年から時間外についても新しく取り組

んだわけでございますけども、平成19年に一

度かなり下がった経緯がございますけれども、

その中で定数につきましても、この５年間で

80名程度削減していったという経緯がござい

ます。その中で、特に福祉関係、そういう関

係につきましては仕事が、業務量がかなり増

大してございます。それと、建設課、事業課

にしましても、そんなに予算がないから職員

が要らんのじゃないかなというようなことも

ありますけれども、それに伴いますところの

事前の協議とか地元協議とかいうのが、以前

に比べてかなり増えているという状況がござ

います。そういうような中で、19年だけは一

旦下がったわけでございますけども、それ以

降、横ばい、全体の会計の中で１億8,000万円

程度必要になってきているというのが現状で

ございます。 

 今までそういうことで、組合とも協議をし

た中で時間外の取り扱いということで、代休

制度、それから水曜日と金曜日でしたか、ノ

ー残業にしようとか、残業については８時15

分までにやろうということで、いろいろ申し

合わせしてきたわけでございますけれども、

とにかく事務量が増えているのが現状でござ

います。これからはこんな形でしていても、

ほとんどこれからも下がらないだろうなとい

う考え方の中で、抜本的な考え方を変えてい

かなければいけないんじゃないかなというふ

うに考えてございます。というのは、毎回事

務事業評価もあるわけでございますけども、

仕事の再チェック、それから管理職、これは

課長が時間外を出すわけでございますけども、

それの厳正化というのも今後考えていかなけ

ればならないのじゃないかなというふうに考

えてございます。 

 ということで、全般的に従来の時間外の削

減方法は、ちょっと限界に来ているのではな

いかなというふうに考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）大変な金額ですよね。

大分削減の努力もしていただいていると思い

ますし、今説明いただいたように、事務量が

大変増えているというのも事実だろうと思い

ます。だからといって、時間外がこれだけあ

るのをそのまま放置していくというのも、こ

れはすべきでないと思いますので、おっしゃ

ったように抜本的な対策を考えなければなら

んと思います。 

 その中で、やはり一つは仕事を外に出して

いく、外注化していくというのが一つ。その

ためには、よその自治体もやってますけども

提案制度ですね。住民、あるいは企業から提

案を受けて、出せるものはどんどん出してい

くというような制度化であるとか、それから

もう一点は、これは労務集約型産業の中でよ

くやられていることを言いますと、時間外に
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ついて、一週間に１回、毎週、毎日もあるん

ですけども、毎週時間外のチェックをして、

なぜ今週それだけの時間外があったんやとい

うことを、担当課長といいますか、所管の人

を全部集めて会議をするということをやって

います。民間では。多分市役所ではそういう

ことをやられてないと思うんですよ。市役所

もかなり労働集約型の産業の部分があります

ので、この時間外を減らそうとすると、毎週

のこの時間外のチェックの会議をするぐらい

のことでないと、なかなか減らせないんじゃ

ないかなというふうに思いますが、この点、

いかがでしょうかというのと、もう一つは、

やっぱり仕事を減らしていく。仕事って、や

り出したらいくらでも増えると思うんです。

確かに何をじゃあ削るんかと言われても難し

いところかと思うんですけども、時間外を目

標値に近づけるためには、どの仕事をやめな

ければならないんかということも、これはこ

の時間外の管理の会議の中で、会議といいま

すか、時間外管理の要素として取り組んでい

くということをしていただかないと減らない

んじゃないかなと思いますので、今申し上げ

ましたような取り組みについて、どうお考え

かお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）現在、時間外につきま

しては、企画経営室のほうで時間外の管理と

いうのをやってございます。当初の予算にし

まして、その当初予算の９掛けを割り当てと

いうことで配分してございます。その中で、

その配分に対して１年間それでいけというこ

とじゃなしに、割り当て配当、配当というこ

とで、その８掛けしたものを前期に執行して

いく中で、問題点があったらということでし

てございます。ということで、上期、下期と

いうことでヒアリングをやって、その進行管

理をやっているわけでございますけれども、

このやり方につきましても、企画経営室の仕

事のヒアリングだけやというような形になっ

ているところも往々にありますので、一度管

理職、課長を中心とした中で、時間外の削減

についてのちょっと議論をしなければいけな

いんじゃないかなというふうに考えてござい

ます。課の時間外につきましては課長の権限

で行っておりますので、その部分、仕事の内

容、時間外をやっているところの状態も含め

まして、いろんなことをやっていかなければ

いけないんじゃないかなと考えてございます。 

 それと、確かに、仕事を減らしていかなけ

れば減らないというのが実際のことだと思い

ます。ということで、事務事業評価なんかを

やっているわけでございますけれども、まだ

まだ見直しというのが少のうございます。と

いうことで、本来この仕事は本当に必要かと

いうことを、思い切ったスクラップアンドビ

ルドの考え方で、仕事の構築をしていかなけ

ればいけないということで、この過去５年間

につきましては、定数を減らすこと、時間外

を減らすことということで、頭からやってき

ましたけれども、これからはもっとじっくり

と、落ち着いた形で減らしていくような形の

議論をしていかなければいけないかなという

ふうに考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ７番 松浦君。 

○７番（松浦健次君）今の時間外のことです

けども、私、議員になったときから時間外、

時間外といろんな形で議論されてるんですけ

ども、本当に慣れ合いというかな、そういう

ところもあって、昼間ゆっくりしておって時

間過ぎてから頑張るとか、そういう諸君も少

なくないということを聞いているので、その

辺のところもきっちりやってもらわんと、こ

れ、同じ議論を何ぼ重ねても効果的な施策は

打てないと思いますけども、よろしくお願い
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します。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 １番 辻本君。 

○１番（辻本 勉君）その同じところ、次の

ページなんですけども、これは人件費とも関

係するので少し質問したいんですが、職員の

構成なんですけども、級別職員数のところを

見ましても、本市は若干頭でっかちの組織に

なってきておるんではないかなと思うんです。

結構、課長補佐級がかなり多くて、課長補佐

級と係長級だけで60％以上を占めておるとい

う状況になるんですが、この辺はやはり計画

的にといいますか、一定の基準といいますか、

パーセンテージをやっぱり、企業なんかはそ

うですけども、きちっと決めた中でやってい

っておるんですけども、本市はそういう状況

ではないんかなと。この辺が大きく人件費に

かかわってきておるので、今後この辺をどう

いうふうに改善していくんかということは、

大変大きな問題だと思うんです。そのことに

ついて、基本的な考え方を持っておられるん

であれば、ご答弁をいただきたいんですけど

も。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）橋本市の職員のピラミ

ッドでございますけれども、特殊性がござい

ます。といいますのが、昭和43年頃からの開

発の関係で、50年頃、それから51年、52年、

53年頃ですか、特に団塊の世代より下の人で

ございますけれども、多く採ったという経緯

がございます。開発に伴って道路をつけてい

かなければいけない、それから公園をつくっ

ていかなければいけない、それに伴う事務も

必要ということで、水道、下水はまだなかっ

たですけども、水道なんかもそうでございま

す。ということで、ほかの市と比べまして今

の60、59、58ぐらいの年の職員がかなり多う

ございます。そういうことで、それを積極的

に退職に導いていくというようになりました

ら、勧奨ということになるわけでございます

けれども、勧奨にしましても、五條市のよう

に上乗せして勧奨していくということになり

ましたら、これはまたそれを廃止するのが難

しいということで、現況の中で行っているの

が現状でございます。 

 ということで、課長補佐でありましても、

もう50歳を過ぎた課長補佐がかなりいてます。

そういうことも、流れに任すということでは

ないんですけども、今の60、59、58歳の人が

退職しなければ、そういうことができないと

いう状況でございます。 

 それと、採用におきましては新採を採用す

るばかりではなしに、ピラミッドを少しでも

修復する中で、30歳ぐらいまでの人を採用し

ていって、正常なピラミッドになっていくよ

うな、近づけていくような形で採用を行って

いくところでございます。 

○議長（井上勝彦君）１番 辻本君。 

○１番（辻本 勉君）当然、その適正要員を

きちっと決めた中で、それに基づいて的確な、

適正な新規採用といいますか補充をやってい

くという中で、なおかつこの等級についても、

バランスのとれた等級に持っていくといいま

すか、職員構成にもっていくということが基

本やと思いますので、ただ単に職員を減らし

たり、採用したり、そういう繰り返しやなし

に、やはりその辺もきちっと数字的にも押さ

えた中で枠を決めて、今後なっていくような

形で、きちっと調整をしながら、採用につい

てもやっていかな、最後、やっぱりやってい

かんとだめやと思うんです。採用がばらつき

が出てきますと、どうしてもこういう変なば

らつきの人事構成になりますので、採用もや

っぱりきちっとしながら、そういう職員構成

についても今後きちっと数字的なものも出し

て、きちっとやっていただきたいと思います
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ので、よろしくお願いしておきます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）関連でお尋ねをいたし

ます。先ほど企画部長から、５年間で80名の

職員削減を行ったということで、もちろん、

少ない人数で十分な仕事ができればいいんで

すが、私が尋ねたいのは、この資料のどこを

見てもないんですけども、いわゆる病欠で現

在休まれている職員数というのは、どんな状

況にあるんでしょうか。また、精神的なとい

いますか、病というか、病欠になっておられ

る職員はどの程度おられるのか、お尋ねしま

す。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）ちょっと数字を持ち合

わせておりませんが、十数名いてたと思いま

す。ということで、最近増えてございます。

これは橋本市に限ったことではございません。

和歌山市にも照会したところ、やっぱり、か

なり増えているということでございます。と

いうことで、その欠席者の多くは精神的な疾

患の方が多うございます。数字はちょっとわ

かりませんですけども。 

○議長（井上勝彦君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）やはり平たく言えば、

どこかに問題があるというんかな。一般的に

は仕事が非常にきついというか、大変だとい

うことになろうと思うので、機械的な職員の

削減というのは、やはりしっかりと検討する

必要があるというふうに思うんです。本当に

本来の自治体の仕事というのは、住民福祉に

資するということにありますので、本当に、

多くの職員の皆さんが頑張っていただけると

いうか、そういうしっかりとした職員計画と

いうものもぜひつくっていただいて、人生の

中でそうした病というか、精神的な病に陥る

ことのないように、ぜひ進めていっていただ

きたいというふうに思います。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 理事。 

○理事（吉田長司君）現在の病気休職者は10

人です。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第１号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 平成23年度橋本市一

般会計補正予算（第６号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第23 議案第２号 平成23年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第23 議案第２号

平成23年度橋本市国民健康保険特別会計補正
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予算（第３号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 平成23年度橋本市国

民健康保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第24 議案第３号 平成23年度橋本市

簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第24 議案第３号

平成23年度橋本市簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第３号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 平成23年度橋本市簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第25 議案第４号 平成23年度橋本市

住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算（第１号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第25 議案第４号

平成23年度橋本市住宅新築資金等貸付事業特

別会計補正予算（第１号）について を議題

といたします。 
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 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）これも時間外について

お尋ねいたします。ページは10ページ、11ペ

ージになります。いろいろ事情があって大変

多いですね。これ、お一人の方が年間90万円

の残業代を受け取っておられます。一月にす

ると約７万円から８万円も残業代を受け取っ

ておると。異常な状態ですよね。業務、職務

の性質上、時間外に徴収に行かれたりとか、

熱心に取り組まれた結果かなというふうにも

思うわけですけども、こういう異常な業務の

形というのは、私はやはり是正すべきだろう

と思います。 

 そのためには、やはりこういう、夜間どう

しても、先ほど建設工事なんかでも、夜間の

打ち合わせ等があるというような話がありま

したけども、そういう場合には勤務時間の変

更等も当然検討していかないと、例えばこれ、

午前中出勤時間を12時から夜の８時までとか、

あるいは昼の１時か２時ぐらいから出勤して

きていただいて夜間徴収に行っていただくと

か、そういうことも考えないと、人員の増も

要るんだろうと思いますけども、要るんかも

しれませんが、いずれにしても、これはぜひ

是正をしていただきたいと思います。 

 先ほども言いましたけど、やっぱり時間外

について相当厳しい方策をとっていかないと、

減っていかないと思うんですよ。さっき、私

言いましたけども、民間でやっているのは、

社長がその会議に出てくるんですよ。時間外

の会議に。毎週。毎月。そこで時間外の管理

をするんですよ。管理職を集めて。うちでい

うと市長が出てきてやるみたいなものです。

全部管理職集めて。それぐらいの気持ちでや

っていただかないと、こんな異常なことは職

員のあれでしょう、健康管理もよくないでし

ょう。どない考えておるんか、ちょっと答弁

もらえますか。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）この住宅貸付の予算で

ございますけど、これは建設部の住宅公園課

のほうで予算を執行しているわけでございま

す。住宅公園課におきましては、いろいろな

ことで遅れているということでご指摘もあり

ますけども、これは昨年、途中退職した者が

２名おります。ということで、途中退職でし

たので、その補充ということで、どこかから

回してこようということができなかった状況

がありまして、臨時職員を１名採用した経緯

がございます。ということで、それ以上臨時

職員を増やしてもうてもあまり仕事にならん

のやということもございましたので、１名で

代替職員を置いたという状況になってござい

ます。 

 そういう中で、住貸の職員は１名でござい

ますけれども、住宅使用料の担当というのが

２名いなくなったわけでございます。そんな

中で、その住貸をやりながら、どこまでとい

うのがわかる、判別できない部分もあるわけ

でございますけども、一般の住宅の使用料の

徴収についてもついていっていただいたとい

うことで、かなりその住貸の担当の職員に荷

がかかってきた中で、時間外が増えてきたと

いう状況がございます。 

 そういうことで、このようなことがないよ

うな形で人事配置をしなければいけないんで

すけども、現在、職員数をかなり削減した中

で、余裕ある異動、そのとき異動できるよう

な職員がいなかった、今後もそんなことがあ

ろうかと思いますけども、状況でございます。

ということで、今後につきましても、そうい

うことはもう少し抜本的に考えていかなけれ

ばいけない部分もあろうかというふうに考え

－221－ 



てございます。  質疑ありませんか。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。  お諮りいたします。 

 お諮りいたします。  ただ今議題となっております議案第５号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 ただ今議題となっております議案第４号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。  これにご異議ありませんか。 

 これにご異議ありませんか。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。  よって、委員会の付託を省略することに決

しました。  よって、委員会の付託を省略することに決

しました。  これより討論に入ります。 

 これより討論に入ります。  討論する方ありませんか。 

 討論する方ありませんか。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 ○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。  これより議案第５号 平成23年度橋本市公

共下水道事業特別会計補正予算（第４号）に

ついて を採決いたします。 

 これより議案第４号 平成23年度橋本市住

宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

１号）について を採決いたします。  本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。  本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。  よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。  よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。                      

                      日程第27 議案第６号 平成23年度橋本市

駐車場事業特別会計補正予算

（第１号）について 

 日程第26 議案第５号 平成23年度橋本市

公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号）について ○議長（井上勝彦君）日程第27 議案第６号

平成23年度橋本市駐車場事業特別会計補正予

算（第１号）について を議題といたします。 

○議長（井上勝彦君）日程第26 議案第５号

平成23年度橋本市公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 これより質疑を行います。  質疑ありませんか。 

 全般について行います。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第７号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第６号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 これにご異議ありませんか。 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 これより討論に入ります。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論する方ありませんか。 ○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第７号 平成23年度橋本市墓

園事業特別会計補正予算（第２号）について 

を採決いたします。  これより議案第６号 平成23年度橋本市駐

車場事業特別会計補正予算（第１号）につい

て を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第29 議案第８号 平成23年度橋本市

農業集落排水事業特別会計補正

予算（第３号）について 

                     

 日程第28 議案第７号 平成23年度橋本市

墓園事業特別会計補正予算（第

２号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第29 議案第８号

平成23年度橋本市農業集落排水事業特別会計

補正予算（第３号）について を議題といた

します。 

○議長（井上勝彦君）日程第28 議案第７号

平成23年度橋本市墓園事業特別会計補正予算

（第２号）について を議題といたします。  これより質疑を行います。 

 これより質疑を行います。  全般について行います。 

 全般について行います。  質疑ありませんか。 

 質疑ありませんか。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 ○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。  お諮りいたします。 
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 ただ今議題となっております議案第８号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第８号 平成23年度橋本市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第30 議案第９号 平成23年度橋本市

土地区画整理事業特別会計補正

予算（第２号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第30 議案第９号

平成23年度橋本市土地区画整理事業特別会計

補正予算（第２号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第９号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第９号 平成23年度橋本市土

地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第31 議案第10号 平成23年度橋本市

介護保険特別会計補正予算（第

３号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第31 議案第10号

平成23年度橋本市介護保険特別会計補正予算

（第３号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第10号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 
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 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第10号 平成23年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第３号）について

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第32 議案第11号 平成23年度橋本市

指定訪問看護事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第32 議案第11号

平成23年度橋本市指定訪問看護事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）医療保険サービスの収

入も、この介護保険サービスの収入も、当初

予算と比べたら減額になってます。賃金のと

ころを見ますと、また、この臨時雇上料も嘱

託雇上料も減額になってまして、職員体制が

整わなかったことが収入減につながっている

んではないかと思うんですけれども、その解

釈でいいのかどうかというのが一点と、それ

と24年度の当初予算を見ますと、23年度当初

よりも賃金がまた減額になっているんです。

市内の介護、訪問看護といいますか、そうい

う状況から見たときに、指定訪問看護事業が

今の職員体制でいいのかどうかというのがも

う一つです。前に橋本市の社会福祉協議会で

やっていたデイサービスセンターを廃止する

ときに、市内のデイサービス事業はかなり民

間のほうも整ってきているので必要がないと

いうふうな説明があって、廃止になったこと

があるんですけれども、この訪問看護につい

ては、今の市内の必要性からいってどうなの

かということをお尋ねします。 

○議長（井上勝彦君）病院事務局長。 

○病院事務局長（尾崎慶和君）まず保険収入

と介護保険のほうの関係でございますけれど

も、当初30人程度を見込んでおりました。保

険収入が20名程度になっております。これは

月平均でございますけれども。それから、こ

れは５ページ目のところでございますけれど

も、上のほうの保険収入につきましても、三

角の892万7,000円ということで、これも当初

60人程度を見込んでおりましたけれども50人

程度ということになっております。 

 それで、職員の関係でございますけれども、

この職員も予定しておりました人数より１名

ほど減になっておりまして、なかなか思うよ

うに採用には至っておらないと。採用に至っ

ておらない中での減収部分ということでござ

います。職員の人数に見合った仕事をするよ

うに、私、それから管理者のほうから所長に

指示をいたしておりますので、その人数を超

えて、枠組みを超えて仕事をするということ

につきましては、非常に医療事故にもつなが

りかねないという部分もございますので、そ

ういうことで指示いたしております。 

 それから、24年度と23年度の予算上の関係
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でございますけれども、平成24年度の医療費

の改定で、医療から在宅へという大きな流れ

が出てまいりました。そういう中で、特に今

後訪問看護ステーションの役割というのは、

ますます重要になってこようかと思います。

反対に、市の訪問看護ステーションというの

は、非常に重要な役割を担っていくのではな

かろうかと。今までのような中間施設、療養

型老健とか特養というようなことじゃなくて、

急性期から在宅へという大きな流れが出てま

いりましたので、特に訪問看護ステーション

の重要性というのがますます高まってくるだ

ろうと思います。そのような中で、最近でご

ざいますけれども、ケアマネージャーの１名

採用ができまして、今後とも看護師の獲得並

びにケアマネージャーの確保に向けて努力し

てまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第11号 平成23年度橋本市指

定訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第33 議案第12号 平成23年度橋本市

後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）について 

○議長（井上勝彦君）日程第33 議案第12号

平成23年度橋本市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）について を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第12号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第12号 平成23年度橋本市後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）に

ついて を採決いたします。 
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 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第34 議案第13号 平成23年度橋本市

水道事業会計補正予算（第５号）

について 

○議長（井上勝彦君）日程第34 議案第13号

平成23年度橋本市水道事業会計補正予算（第

５号）について を議題といたします。 

 この際、当局からの発言の申し出がありま

すので、これを許します。 

 上下水道部長。 

○上下水道部長（鈴江利夫君）大変申しわけ

なく、今回補正予算説明書の中で一部間違い

がありましたので、お手元に今配付させてい

ただいております議案第13号補正予算説明書

の正誤表に基づきまして、若干ご説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 ものは２点ございまして、まず訂正箇所で

ございますけども、１点目は１ページ目の上

段に書いております資本的支出、ここに款、

項の１．建設改良費でございます。で、目が

ありまして、既決予定額の予定額のところと

補正額の計とありまして、計の２箇所のとこ

ろで訂正がございます。その内容につきまし

ては、１．建設改良費の既決予定額が２億

5,219万円から３億1,930万9,000円でござい

ます。計のほうが２億3,127万8,000円が改め

まして２億9,839万2,000円になります。 

 続きまして、正誤表の下の段にございます

けども、ページ本文では３ページにございま

す。ここの資本的支出、これにつきまして同

じく項の１の建設改良費、これが２億5,219

万5,000円が既決予算額で３億1,930万9,000

円、計のほうも２億3,127万8,000円が２億

9,839万2,000円とご訂正をさせていただきた

く、よろしくお願いいたします。大変失礼い

たしまして申しわけございません。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）ご了承願います。 

 それでは質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第13号 平成23年度橋本市水

道事業会計補正予算（第５号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第35 議案第14号 平成23年度橋本市

病院事業会計補正予算（第１号）
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について 

○議長（井上勝彦君）日程第35 議案第14号

平成23年度橋本市病院事業会計補正予算（第

１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第14号 平成23年度橋本市病

院事業会計補正予算（第１号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 
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